
これまでの社会活動
河川整備・利用

淀川水系に与えてきた影響
真摯に受け止める

河川整備・管理の
取り組み転換

自然環境の保全と再生、治水・利水・利用
総合的判断に基づく河川整備

戦後最大洪水
流下させる

桂川河道
掘削

計画規模洪水
淀川水位
ＨＷＬUP

ダム建設

環境への影響検討
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ＨＷＬを越えることによる
堤防決壊の危険性は変わらない

１９８５年 水理講演会 論文
建設省土木研究所

• 「土堤は越水に対して非常に弱く、
堤防破壊の原因の８割は越水」

• 「いくら土堤という特殊性がある
にせよ越水すれば破壊されると
いう特性は防災施設として問題」

8

















河川堤防設計指針
平成１２年６月

建設省河川局治水課

第６章 越水に対する難破堤堤防の設計
（越水に対する堤防強化）

「設計方針」
越水の可能性の高い区間の堤防については、

必要に応じ越水に対して
一定の安全性を有するような構造となるよう設計する。

堤防は長期にわたり嵩上げ、
拡幅を繰り返しつくられてきたもの

堤防天端不揃い、樋門等弱点箇所の存在
越水しても一連区間で破堤しにくい機能を保証困難

確実な達成方法ない

現在の技術的知見では、
強化対策が確立していない
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